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五倍性の核型をもつHeLa細胞株について*

昭和41年12月7日受付

　　　　　僑州大学医学部細菌学教蜜

田波洋　山田喜紹　田崎忠勝
信州大学医学部学生

村上昇

On a penta-ploid strain of HeLa cell line.

Yoh Tanami, Yoshitsugu Yamada, Tadakatu Tazaki,

　　Department　Qf　Bacteriology，　Faculty　of　Medicine，

　　　　　　　　　　Shinshu　University，

Noboru Murakami
　Student　of　the　Faculty　of　Medicine，　Shinshu　University

　ヒトや動物細胞を長期間歩音幾しつづけると，二倍性　　　るHeLa　S3（東北）にっいても核型分析を行つた。

の細胞は数ケ月後に消滅してしまい，喪期間培鵡可指旨　　培養液HanksのBSSを蔽礎としたEagle培養

のcell　line（細胞系）が得られた場合，それらの核　　　va　t・c：－LAH（0，25％），仔牛11且消（10％），ベユシリソ

型は三倍性ないし四倍性のheteroPloidに変わつて　　　G（ZQOunit＄／栩の，ジヒドロストレプトvイシン（100

了つているのがふつうである①。　　　　　　　　　　　ttg／mのを加えたものを用いた。細胞は60躍6培養角

　ユ951年Gey②③らによって子富噸部癌組織より確　　　瓶で，37°Cで単層培養し，植えつぎの際はEDTA

立されたHeLa細胞系（濁の核型も，やはり三f灘kか　　（0．1〕02％）液で軽く処理後，注射器で細胞をガラス壁

ら四倍性の間に分布しており，僅かずつだが，染色体’ @から吹き瀞して新しい瓶にうえるという方法を用い

数は年とともに減少してゆく傾両にあることが知られ　　　た。

ている（図1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　染色体標本のつくり方④　新しい細胞培養に24時闇

　ところが，私どもがここ数年来維持して来たHeLa　　後コルヒチン（2pg／麗）を加え5～16時間培養する。

細胞（以下HeLa－TY系と呼ぶ）の核型をしらべた　　　EDTA処理で細胞を壁から剥し，軽く遠心沈澱（500

ところ，従来報告のない高五倍性であることがわかっ　　rpm　3分閲）して細胞を沈め，1．　：L2910クエン酸水i容液

たので，ここに報告したい。　　　　　　　　　　　　　　に再浮游させて10～15分間，室温で低潔透圧処理なす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。再び軽く遠沈して細胞を纂め，上清を捨てて，沈

　　　　　　　　　糊と方法　　　　　謹をカルノ腋（氷酉撒1部，．タ．一ル3部）に浮

　HeLa　／TY系の由来　1960年，国立予研の竹森博土　　　べて固楚する。室渥で10分間処理したのち再び遠沈し

から岐阜衛研に分与されたUIlcloned　HeLaを・名　　　て細胞を樂め上溝をすてて，少盤のカルノー液（閏発

握大学畔欄群教室雄由して，1962年7月私　時の約・／、。cs）に浮ぺて濃い細胞灘液をつくる。

どもが分与をうけ現磁で1戯ついで・・る・　　　・の細撫游灘，刊め・・c嚥溜水に浸してお

比較のため洞織のunclQned　H・L・として予　、・た，瀞なのせガ。・（HCIアル。一、レでよく磨

研（堀江博士）及び伝研（故小囎士）で夫々維持さ　いておく）上に櫛し一アド，イーX．、，．　。Mを斜めカ、

鐙踊墨饗徽室撫懸謙霧蛮諜難麗鰯ご：響皆酸
〔脚注〕ユ951年2月8日，Geyは黒へ婦人の子宮頸　　　核型分析はすべて顕微鏡写真｛象に基ずいて行つた。

難騨轄膿蹴鵬縢婁講・・L・螺麟相謝鏡写真姻・耐・
　培養株を確立した。HeLa細胞系は現存するヒト出
来の融細孫としては胤歴勲ミ古く，初期のポ　　　　　　実験成績

　リ才・ウイルス増殖実験でよく用いられた③。　　　　　細胞あたりの染色体数の分布　HeL距TY細鞄（親

骨本研究の要旨は，昭和41年5月，日本組織［音養学会第21回研究会（福岡）で発表した。
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　　　図1　　　　HeLa　cell　linesの染色体数の分布
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株）とそれから得られた2株のクpa・一ン（No，3およ　　　株とHeLa小田株の成績，および先人の成績のうち

びNo．5）の染色体数の分布を，図1に黒いヒストグ　　主要なものを（これらは白色のヒストグラムで）示し

ラムで示した。比較のために，同系統のHeLa堀江　　　た。
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図　2　HeLa－TY（クロソ姓5）細胞の位相差顕微鏡写真。中央に巨大な細胞

　　　　が見られる。

　ここにみられるように，1954年のHsu＆Moorh一　　参考までに試みたいくつかの成績を図3～5に示そ

ead⑤⑥の成績ではuncloned　HeLaの染色体数は80　　う。これらは夫々低四倍性（小田株），高五倍性およ

～90の間にモードがある低四倍性だつたが，1958年　　　び高十倍性（後二者はHeLa－TY親株）の染色体標

Chu＆Giles⑦の報告ではモードは82に移つている。　　本だが，興味深いことには，正常ヒト（♀）細胞の核

更に同年Chu＆Giles⑦が分離したいくつかの亜株　　　型を構成している23組の染色体要素が（近似的にでは

（S1，　S3，およびS3の亜株）についての成績では染　　あるが）夫々約4個，約5個，および約10個ずつ揃つ

色体数のモードは73～78の範囲にちらばつている（株　　　ている事が見出された。　（ただし互いに区別の困難な

によつて異る）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　X，6～12群の染色体群については，はつきりしたこ

　最近の報告（阿波他，⑧1964）ではHeLa　S　3株は　　　と1よいえない）。同様の傾向については，実は正三倍

正三倍性（染色体数のモードは69）に落付いている。　　　性のHeLa　S　3（北大株）について阿波ら⑧（1964）

私どもがしらべた成績では東北大のHeLa　S　3株の染　　　が既に指摘している。このようにヒトの培養細胞が長

色体数のモードは68で，2本のdicentricな染色体　　　期間に亘る継代中・染色体数にはげしい変化をおこし

を含んでいる。染色体数が北大株（69本）より1本少　　　ているにも拘らず（しかもHeLaは悪性腫瘍由来で

いのはそのためではないかと考えられる。　　　　　　　あるにも拘らず）各染色体要素の組合せは，正常の核

　これらに対し，HeLa－TY系（親株）では細胞の大　　型と同様のパターソを維持していることは大変興味深

部分（99％）は染色体数が100～130の間に分布（モー　　　い。

ドex　124）する約五倍性である点は明らかに異つてい　　　　なおHeLa－TY亜株では1～5％の率で染色体数

る。HeLa－TY親株より分離した2株のクローン（　　が250前後の約十倍性細胞が，更に低い頻度（O．　1％

No．3とNo．5）の染色体数は115をモードとする正五　　　位）ではあるが二十倍性に近いhyperpolyploidの

倍性で，染色体数のばらつきも親株よりはるかに狭い　　　細胞も見出されている。それらの染色体像を図6～9

（図1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に示した。

　長期培養細胞系では，一般に，染色体数もそれらの　　　HeLa－TYと同系統のuncloned　HeLa堀江およ

形態もはげしく変化しているのでidiogramの分析　　　び小田株の染色体数はモード72の附近に分布し・高三

を行うことはあまり意味がないこととされているが，　　　倍性であることが認められた（図1）。
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図　3　HeLa（小田株）にみられた低四倍性（89本）の核型
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も高三倍性のふつうの細胞系から（恐らく培養環境

　　　　　　　　考え方　　　　　　　　の悪化というselective　factorによつて）当時の

　確立された五倍性の動物細胞系としてはネコ肺由来　　　“stem　line細胞”の2倍一即ち約六倍性の細胞が

の細胞（中西⑨，1960）とヒト正常白血球由来のDe－　　selectされて増殖し，次第にもとのstem　line細胞

troit系⑩（B17株，染色体数のモードは120）が知ら　　　とすりかわつたのち，染色体数が漸減して約五倍性に

れているが，HeLaについては報告がない。　Ruddle　　なつたものと推量される。

⑩ら（1958）が上のDetroit－B17株細胞の起因とし　　　このようなhyperpolyploidのHeLa細胞の生物

て考えているように，私どものHeLa－TY系の場合　　　学的性質に（三倍性とは異つた）何らかの変化がおこ
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図　4　HeLa－TY（親株）細胞に見られた約五倍性（123本）の核型とそのIdiogram
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つてはいないかと，いくつかのウイルスに対する感受　　　れた。このHeLa－TY（親株）から分離した2株のク

性をしらべてみた。定性的な実験では，少くともポリ　　　ローソのいずれも五倍性であることが見出されたの

オ。ウィルス（1，2，3型），単純ヘルペス・ウイルス　　　で，上の性質は遺伝的に安定なものであることが覗え

およびヤギ肺炎agent（長野株）などについては、　He　　る。

La　S　3株との間に感受性のちがいは認められなかつ　　　Idiogram分析の結果，これらの細胞は，近似的に

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ではあるが，正常ヒト（♀）と同様の23組の染色体要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素群をほぼ均等にもつていることが認められた。

　　　　　　　　　　まとめ　　　　　　　　　　　　　ウィルスに対する感受性は，ポリオ・ウィルス，へ

　HeLa細胞系の一亜系，　HeLa－TY，の染色体数は　　　ルペス。ウイルス，ヤギ肺炎agentなどについてし

100～130の間に分布する約五倍性であることが見出さ　　　らべた限りでは三倍性のHeLa細胞と同様であつた。



106－（106）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第16巻

図　5HeLa－TY（親株）にみられた約10倍性核型とその

　　　Idiogram
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図6　HeLa－TY（クロソti　5）細胞の大

　　部分（95％）を占める，約五倍性の染色

　　体像の一例。2本のdicentricな染色

　　体が見える（矢印）。
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